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特集「マルチエージェントの理論と応用」の編集にあたって

寺 野 隆 雄†

マルチエージェントは利用者や他のエージェントと知的に

相互作用する複数の自律的ソフトウェアである．これは，次

世代の分散システムを構築する中核的技術として，また，複

雑な社会経済システムを分析する新しい道具として国内外に

おいてさかんに研究が進められている．マルチエージェント

の理論と応用に関する研究は，情報処理分野において我が国

が世界的にも主導的役割りを果たしている数少ない領域の 1

つである．

この研究領域の主要な研究発表の場として JAWS（合同

エージェントワークショップ&シンポジウム）がある．JAWS

は，2002年，2003年，2004年と継続して開催され，毎回，

100 名以上の参加と 80 件前後の発表がある．JAWS は以

下の諸学会研究会の共同開催であり，これまでも，日本ソフ

トウェア科学会・電子情報通信学会・人工知能学会の論文特

集号として JAWS における優秀な発表論文を編集掲載して

いる．

• マルチエージェントと協調計算研究会（日本ソフトウェ

ア科学会）

• 人工知能と知識処理研究会（電子情報通信学会）

• 知能と複雑系研究会（情報処理学会）

• 知識ベースシステム研究会（人工知能学会）

本特集は，2005 年 11 月 7–9 日に箱根ホテル小涌園で開

催した JAWS2005において発表された優秀な論文を中心に

編集した．本特集のねらいは，我国におけるエージェント関

連の研究の発展と普及である．この意味では，JAWS2005に

おいて 100 名以上の参加者を得ており，また，JAWS2005

においては 80 件を上回る発表申し込みを得，また，事前査

読の結果，JAWS2005 で実際に発表された論文も 67 件と

なった．これは，マルチエージェントに関する世界的な会議・

ワークショップに比べても，十分な数であり，その意味で，我

国のマルチエージェントの理論と応用の発表の場として十分

な役割を果たしたものと評価する．

しかしながら，論文特集への投稿件数は 45件であり，投

稿論文に対する査読も通常の論文投稿よりも厳しく，新規

性・有用性を問うものとなった．そのため，採録論文数は最

終的に 15 件となった．論文特集としては，いささか少ない

論文数となったが，その分，採録論文のレベルは高く，我国

のマルチエージェントの理論と応用研究の実際をよく表した
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特集号になったと判断する．論文の範囲も，通常の論文誌の

分類に収まりきらず，エージェント・アーキテクチャ3 件；

エージェント応用システム 2 件；マルチエージェントの理

論 2件；エージェント経済学 3件；参加型シミュレーション

3 件；エージェント学習システム 2 件という構成となった．

本特集が今後のこの分野の発展に寄与することを期待する．

最後に，本特集号にご協力いただいた編集委員，匿名の差

読者，学会担当者の方々に感謝申し上げる．
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